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前頁の分解表より,食事量が多く標準体濠あたり32キ

ロカロリー以上摂っていた例で,日常運動慶が1日8干

渉以下の2例では,デ-タ-の改善は認められなかった.

-煮 豆日1万歩以上の2例では,腹囲の減少がみられ

体盈 書体脂肪率の減少は1例に認められた.

上記の蓑は,食事量が低 く標準体豊あたり29キロカロ

リ-以下摂っていた例で,日常運動量が6千歩最下の2

例では改善は認められなかった.-方 1日1万歩以上の

2例では腹囲が減少,1例において体重 書体脂肪率の減

少が認められた.

このことから,日常の運動量が多い群ではデ-夕-の

改善は認められたがチ日常運動量の少ない群では,食事

慶の如何に関わらずデ-ターの改善は認められなかった.

しかし全8例車肩凝りを訴えていたのぼ5例であったが,

全てに改善の効果がみられた.

･-､∴要約'＼

1 ,肥満者8例にダンベル体操を3か月以上実施 した.

2.食倒においてウエス ト書ヒップ比に変化はなかっ

た.

3.体重および体脂肪率の改善を示 したのは8例中,

2例だった.

4.腹囲の減少のみを示 したのは8例車,2例だった

那,日常運動量の多い人に限られた.

5.食事療法を守らず,かつ日常運動塵が少ない人は

チ-タ-の改善は認められなかった.食事療法を守らず,

かつ日常運動量の少ない人は,肥満治療をこおけるダンベ

ル体操の効果は低いと思われる.

12)糖尿病性網膜症における増悪因子の検討 ( Ⅱ )

-5年間の経過観察の結果から-

中川 理 ･飽内分泌代謝班 (新潟大学第-内科)

NIDDM 患者 183名で糖尿病性網膜症における増悪

因子の検討を行った.

方法 日 5年間に,網膜症なし,単純乳 前増殖型,

増殖型の病期分餅が, 1段階でも進行 した群を増悪群,

不変群,1段階でも改善した群を改善群,と3群間に分

けて過去 5年間の HbAIc,平均血圧を検討 した. 罪)

5年前に単純型網膜症の症例45名を増悪群と不変もしく

は改善群との2群間に分けて l)と同様の検討をした.

班)N‡DDM 愚老で単純型糖尿病性網膜症の出現時期

を特定できる患者23名で単純型弼瞭症のまま経過 してい

るS群と進行 したP群に分け retrospectiveに比較,

検討 した.

緒果 王)HbAic,平均血圧は増悪群に対 して改善

群,不変群とも有意に低かった.且つ平均血圧は不変群

臣こ対 しても改善群は有意に低かった.

IIIHbAIc､平均血圧は増悪群に対して改 善 .不登

群は有意に低かった.

Ⅲ1両群において単純型網膜症の催病期間,HbAle.

TCの3項目で有意差を認めた.その他の項目に関 して

は有意差を認めなかった.

結論 網膜症における増悪因子として血糖コソトロ-

ルは既知の報告と同様で,血圧に関しては,腎症の結果

である可能性も否定はできないが,網膜症が認められな

い時期からの高血圧の関与も示唆され 血清脂質ととも

に早期からの治療が網膜症の進展防止に重要である事が

考えられた,

13)線維血管増殖を伴 う増殖糖尿病網膜症に対

す る硝子体手術

若井貴賓子 (新潟大学限料)

安藤 伸朗 (悪銭 若潟 紅 )

目的 :線維血管増穂を伴う増穂糖尿病網膜症に対する

硝子体手術の手術成績,riskfactorおよび早期手術の

是非につき検討した.

対象 :1992年7月から1995年10月までに当科で硝子

体手術を施行 した線維血管増殖を伴う増殖糖尿病網膜症

症例,57例61眼である.

方法 :視力良好群 (1)視力低下 (-)かつ最終視力

0.1以上 (2)最終視力 0.5以上,早期手術群 (1)術前


